
プロトコール番号を入力すると

プロトコール名
治療内容
使用した薬剤総量

など自動入力されます

ファイルメーカー(FM)版 薬剤量自動入力機能 サマリー使用方法

薬剤量自動入力機能付きFMファイルをご使用の場合、“治療のまとめ”と“治療薬量台帳”は同じ階層
(フォルダ)に置いてください （２つのFMファイルの階層が違うとうまく動きません）

Ver4.4
（左上のレイアウトから選択）



プロトコール番号の調べ方

詳細画面にジャンプします
（例： Ph13の「イマチニブ移植なし」は122番）

該当するプロトコールの先頭の番号をクリックします
（例：Ph13の「イマチニブ移植なし」の番号を調べたい場合、“120〜126”をクリック）



FileMaker版

プロトコールをドロップダウンリストで選択

(1)グループ選択 (2)疾患選択 (3)プロトコール選択

プルダウンで、
「グループ名」→「疾患名」→「プロトコール名」の順番で選択します。

使用した薬剤総量、放射
線や移植のステータス
が自動入力されます

Ver4.5
（左上のレイアウトから選択）

※自動入力で出力された値は参考値です。実際に患者さんに投与された量と異なること
がありますのでご注意ください。



プロトコール追加や薬剤量の修正があった場合、新しい「治療薬量台帳」データの
方を置き換えるだけでOKです。

患者情報を入力してある、「治療のまとめ」ファイルを変更する必要はありません。

新しい治療薬量台帳



プルダウンで、
「グループ名」→「疾患名」→「プロトコール名」

の順番で選択すると

Excel版サマリー(薬剤量参照機能付き) 使用方法

参考量として、そのプロトコールを完遂したときの薬剤総投与量、アンスラ
換算量、適用する際の注意点などが表示されます。



コピーボタン

値がコピーされます

コピーボタンを押すと入力欄に値がコピーされます。
値は編集可能ですので、実際患者さんに使用した量へ修正してください。

※「アンスラ換算量」の欄にはアンスラサ イクリン系薬剤のドキソルビシン換算累 積投与
量が自動計算で入力されますが、ACM、EPIは含まれません。手入力で修正してください。
換算式(暫定): DXRx1+DNRx0.83+THPx0.6+Mitx4+IDAx5 (COG LTFUガイドラインVer.5で
はDNRx0.5) 

※マクロ付きファイル（拡張子xlsm）となっています。

「マクロを無効」にすると、コピーボタンを押しても自動ではデータコピーされません。ファイルを開き直し、
「マクロを有効（コンテンツを有効）」にするか、手動でコピーしてください。

ご使用のPCの環境によってはマクロが自動削除されてしまう事もあります。

※自動入力で出力された値は参考値です。実際に患者さんに投与された量と異なることがありますのでご注意く
ださい。



プロトコール
の注意点

FileMaker版

Excel版

単位の⾃動的に切り替え

プロトコール
の注意点

単位の⾃動的に切り替え

抗がん剤総投与量の単位も⾃動的に切り替わります



その他変更点

旧バージョン 新バージョン

原発巣・転移巣に関する記載、摘出の程度、合
併切除臓器などの記入欄を新設

手術療法枠の拡張

新バージョン

長期FU計画枠の拡張

旧バージョン

お気づきの点・ご意見など、下記メールアドレス宛てにお寄せ下さい
rikiishi@miyagi-children.or.jp


